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1　は　し　が　き

　昭和58年7月22日深夜から23日早朝にかけて，島

根県西部を中心とした地域は，集中豪雨に襲われた．

この集中豪雨によって，この地域の斜面には多数の崩

壊が発生し，河川の大部分は氾濫し，15，000haの地域

が冠水し，（浸水家屋2，300ha，流出埋没水田10，000

ha）死者行方不明112名，被害総害は，3，500億円に

のぼった．犠牲者のほとんどが山くずれ，崖くずれに

よる家屋倒壊の下敷きとなったものであった．これら

の斜面崩壊は益田市から浜田市にかけての地域でその

分布密度が高く，連続降水量が多く，降雨強度の高い

ところに集中する傾向が認められる．しかし，豪雨が

集中していないにもかかわらず大崩壊に発展したよう

な事例や，豪雨集中域にありながら無傷だった事例が

少なくなく，崩壊発生のメカニズムについては，多く

の課題が残っている．われわれは，被害直後の航空写

真の実体視と被災地の踏査を実施し，災害実態の把握

に努めた．その結果，崩壊も，地域の地形形成の重要

な因子であるマスウエスティングとして補えることが

でき，その発生箇所は，地域の地形発達史の検討（棚

倉ほか，1983）によって予則できることがわかった
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この報文は，降雨量500mm以上の豪雨域で，かっこの

中で崩壊発生箇所の分布密度に差がある地域を有する

三隅町海岸部をとりあげ，被災実態と地形発達史との

関係について報告するものである．

II　地質および地形発達史

　調査地域の地質および接峯面図は第2図に示す．

　これによると，この地域を構成する中～古生代の堆

積物を原岩とする三郡変成岩，白亜紀，古第三紀に貫

入した斑れい岩，石英閃緑岩，花崗閃緑岩およびこれ

らを被覆する都野津層，沖積層である．江津市付近で
ド

は標高40～100m，140～160mに平担面が存在し，そ

れぞれ都野津下位面，都野津上位面と呼ばれている（小

畑，1971）．それに対比される面は，この地域では三郡

変成岩からなっている．火山岩類の分布域の地形は，

残丘からなる山頂の平坦面と急傾斜の山腹斜面で構成

されている．山頂平坦面は源田山，茶臼山では標高

260～280mの都野津上位面に対比される地形面の残丘

であり，また，水来山では標高400～500mの吉備高原

面の残丘である．

　第三紀から第四紀にかけての地質および地形発達史

には以下の研究がある．すなわち，都野津層の分布お

よび層序については，福間（1971），宇野（1978，1979）

の研究報告がある．また，大西・調枝（1970）により

都野津層の地形面と赤色土形成期について研究がなさ

れ，小畑（1971）により島根県内の総括的な地形区分

とその性状が報告されている．

　以上の報告をふまえて調査地域の地形発達を述べる．

まず都野津層堆積前の鮮新世後期に，河川の営力によ

り基盤岩である三郡変成岩が侵食され，平坦面が形成

された．この侵食面上の一部に江津付近で見られるよ

うな都野津層群が堆積した．都野津層堆積後の更新世

初期に地域全体の隆起があり，そして背面の定高性を

保ち浅い谷底を形成するような小規模な侵食があって，

都野津下位面と老年谷底で特徴づけられる都野津上位

面が形成された．

　この間，都野津層堆積前後の鮮新世後期と更新世初

期の2時期に赤色土壌が形成されている．

　それ以後，老年谷底は三隅川の中～上流域などにそ

のまま残存しているが，都野津下位面が分布する海岸

部では函状の幼年谷を形成する侵食があった．その時

期は侵食の規模から，大規模な海退のあったWUrm永

期最盛期と考えられ，現在存在する地形は概ねこの時

期に形成された．
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第2図　地質および接峯面図
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第3図崩壊分布図

III地形と崩壊発生箇所

　崩壊地の分布と特徴について，都野津下位面の分布

域と都野津上位面，吉備高原面の残丘からなる山腹斜

面では著しい相違がみられた．

　崩壊地の平面的な分布は，第3図に示す．

　これを見ると，崩壊地は都野津下位面の分布域に多

く，残丘からなる山腹斜面，特に水来山では急傾斜面

であるにもかかわらず，崩壊地は少ない，また，接峯

面図での都野津下位面とその背後の急崖部では，後者

の方が少ない．

　第1表に標高別の崩壊発生率（1km2当りの崩壊発生

箇所数）を示したが，標高200m以内で大きく都野津

下位面で集中的に発生している傾向が明らかである．

　崩壊規模では，都野津下位面分布域の崩壊地は小さ

く表層土砂の滑落するタイプである．これに対し残丘

の下部の山腹斜面では規模は大きく，土石流発生の引

き金となった崩壊が発生している．

　第4図は崩壊発生箇所の垂直分布を見るため，尾根

からの比高をプロットしたものである．

　これによると都野津下位面分布域の崩壊発生箇所は，

山頂直下の尾根から15m以内に集中している．これに

対し残丘の下部の斜面ではこの傾向はあまり認められ

表一1　標高別崩壊発生率

標高区分 崩壊発生率（ヵ所／km2） 備　考

O～50m 50 沖積低地は
除外した

50～100m 47

100～150m 45

150～200m 44

200～250m 26

250～300m 25

300～350m 25

350～400m 5

400～450m O

ない．

　都野津下位面分布域では，急傾斜の幼年谷の谷壁斜

面は崩壊土砂となる風化土が少なく露岩に近い状態で

あるのに対し，山頂付近では赤色土を含む風化土壌が

形成されている．そのため，崩壊発生箇所は山頂の緩

斜面と谷壁斜面の遷急点で集中的に発生していると考

えられる．同じ地形面内でも崩壊分布の偏在が認めら

れるが，これは風化土壌分布が均一でないためと，地
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第4図　崩壊発生箇所の尾根からの比高

形発達が老年谷底のままで留まっていることに起因す

ると，巴わ才しる．

　これに対し，吉備高原面などの残丘下部の斜面では，

古い時期からの風化現象により風化土壌が厚く形成さ

れており，その地点での誘因等の条件が整えば崩壊が

発生する可能性があるため，その発生箇所が一定でな

いと考えられる．また，風化土壌が多く山体に刻まれ

ているガリのため崩壊発生は十石流に直結しやすい．

IV　三隅町長柄地区での発生事例

　崩壊発生の事例として，三隅町長柄地区について述

べる．（第6，7図）

　崩壊地は100～110mの平坦な山頂直下の100m付近

で集中的に発生している．
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　この100m付近では，同じ地形状況でありながら全

く崩壊地が発生していない箇所がある．今後は崩壊発

生の免疫性より崩壊発生した箇所より発生しなかった

箇所の方が危険と思われる．今後，表層土砂の分布状

況や集水状況等を十分に調査することが望まれる．

V　ま と め

（1）三郡変成岩からなる都野津下位而（標高40～100

　m）は更新世初期に形成された平坦而で，その後，

　WUrm氷期最盛期に函状の幼年谷が形成された1山

　頂付近の緩傾斜面では赤色土を含む風化土が存在す

　るため，崩壊発生は尾根直下の緩傾斜面と谷壁斜面

　との遷急点に集中的に発生している．

（2）火山岩類からなる都野津上位面に対比される地形

　　　　　　　　　　　都野津下位面
崩壊地
　　　　　　　　鱗謙彰
諭　讐臨」

　　　　、　　　　　　赤色土壌

幼年谷の谷壁斜面

第5図　都野津層下位面分布域での崩壊発生箇所の概念図
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議

第6図　三隅町長柄地区の崩壊発生状況

面（標高260～280m）と吉備高原面（標高400㌻500

m）の残丘下部の斜面では，崩壊発生箇所は一定で

ない．これは古い時期の風化土がほぼ全域に現存し，

条件が整えば場所を問わず崩壊地が発生する可能性

があることを示している．また，この地域での崩壊

地は規模が大きく，土石流発生に結びついているも

・
ザ

《
＼
つ
　
　
　
　
　
　
」

　
（
、剛

≧
属
N

《
“
“

、

て／戸 [飯㍉
翻・一
　　　　H　尾
　　ノ　　　　　リ

も　ノ極

じノヨベ

．淳ミ

繍
↓

凡例

，　崩壊地

汐洪水氾濫区域

＼」＿一＿

　＼

0 100　200　　300　400m

第7図　三隅町長柄地区の崩壊発生事例



34 籾倉克幹・堂　聖一・門脇　淳・徳山久仁夫

のが多い．
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